
新出単語・フレーズ （第 11回） 

日本語 品詞 英単語・フレーズ 例文  

(1) （機械・服などの）ボタン 【名（可算）】 button 
Don’t (1)press that button.  

（そのボタンを押さないで） 

(2) 歯科医 / 歯医者 【名（可算）】 dentist 
My sister is a dentist.  

（私の姉は歯科医です） 

(3) 状態 / 状況  【名（可算）】 situation 
I understand your situation.  

（あなたの状況は理解しています） 

(4) 著者 / 作家 【名（可算）】 author 
He is one of my favorite authors.  

（彼は私の好きな作家のひとりです） 

(5) 昆虫 【名（可算）】 insect 
I don’t like insects.  

（私は昆虫が好きではないです） 

(6) 道具 / 工具 【名（可算）】 tool 
This tool is very useful. 

（この道具はとても役に立ちます） 

(7) シェフ / コック 【名（可算）】 chef 
He is a good chef. 

（彼は良いシェフです） 

(8) 選択（肢） / 選択の機会 【名（可算）】 choice 
It wasn’t my choice.  

（それは私の選択ではありませんでした） 

(9) 警察 
【名（可算）】 

(2)（複数扱い） 
police 

The police in my hometown are nice.  

（私の地元の警察は優しいです） 

(10) アドバイス / 助言 / 忠告  【名（不可算）】 (3)advice 
Thank you for your advice.   

（あなたのアドバイスに感謝します） 

(1) 「ボタンを押す」という場合、push と press のどちらかが使われることが多いが、press の方が正しいと主張するネイティブも少なくない。 

(2) police は、基本的に複数扱いなので be 動詞は are / were が使われ、一般動詞の現在形の形では原形が使われる。1 人の警察官を表す場合は、a 

police officer が使われることが多い。 

(3) 1つのアドバイスと言う場合は、a piece of advice といった形にする。 
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(11) 飾る / 飾りつけをする / デコレーションする 【動】 decorate 
Who decorated this room?  

（誰がこの部屋を） 

(12) 繰り返す / 繰り返して言う 【動】 repeat 
Can you repeat the question?  

（質問を繰り返し言ってくれますか？） 

(13) 宣伝する / 広告する 【動】 (4)advertise 
How did you advertise it?  

（どのように宣伝したのですか？） 

(14) 便利な / 使いやすい 【形】 convenient 
This place is convenient. 

（この場所は便利です） 

(15) 助けになる 【形】 helpful 
This book is helpful.  

（この本は助けになります） 

(16) がっかりさせる  【形】 disappointing 
The news was disappointing.  

（そのニュースは私はがっかりさせました） 

(17) 魅力的な / 人を引きつける 【形】 attractive 
She is very attractive.  

（彼女はとても魅力的です） 

(18) （～を）よく知っている / 見（聞き）慣れている 【形】 familiar （with ～） 
Are you familiar with that problem?  

（あなたはあの問題についてよく知っているのですか？） 

(19) おそらく ～かもしれない / たぶん～かもしれない 【副】 (5)perhaps 
Perhaps he is still sleeping. 

（たぶん彼はまだ寝ているのかもしれません） 

(20) ～の何がおかしいの？ / ～の何が問題なの？ ― (6)what is wrong with ~ 
What is wrong with my computer?  

（私のパソコンの何がおかしいの？） 

(4) 「広告」という名詞は advertisement （基本的には「不可算名詞」だが、具体的な広告は「可算名詞」）。 

(5) perhaps は文頭で使われることが多い。また、maybe とほとんど同じ意味だが、maybeの方が口語的。 

(6) 相手の行動が理解できない際、What is wrong with you? （あなたはどうしちゃったの？）という表現もよく使われる。 
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